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利益率向上
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　当社は、当期（103期）より中期計画「SHOWA-ism（イズム）計画」（概要は右記

の通り）の達成に取り組んでまいりました。この度、103期末現在の進捗状況

がまとまりましたので株主の皆様にご報告いたします。

① 利益管理の徹底

② 高度加工商品の拡販

③ 製造コスト、販管費の低減

利
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額
・
利
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率 

向
上

【高度加工商品売上高推移】
（百万円）
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昭和産業の高度加工商品群

基幹素材商品群



利益率向上

シナジー効果（「粉＋油」等の相乗効果）の発揮

コスト競争力の強化（経費率低減）

責任ある社会の一員としての行動  環境変化への対応

103期～105期（2003年4月～2006年3月）

シナジー効果（「粉＋油」等の相乗効果）の発揮 責任ある社会の一員としての行動  
環境変化への対応

コスト競争力の強化（経費率低減）
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■ 基 本 戦 略

■ 期 　 　 間

最適商品の提案（高付加価値商品）

粉・油・糖

　昭和産業グループの強味を最大限発揮するため、専業メーカーにはない多岐に

わたる商材を扱うメリットを活かし、これらの組み合わせによって生み出される

加工度の高い新たな付加価値商品を継続的に提供することを目指しています。
　「収益性の向上」を追い続けるあまり様々なル

ールを守らなければ、企業の存続自体が危うく

なってしまいます。そのようなことがないよう、

「収益性の向上」と「透明性の向上」とが牽制し合

う、バランスの取れた企業活動を行う事を意識

しております。

シナジーグループ売上高推移

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（売上：百万円）
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新製品創出委員会

消費者・ユーザー視点のアイディア提案

99期 100期 101期 102期 103期

【安心・安全・透明性の向上】

● 営業コスト・管理コスト低減

　　→販管費対前期(102期)比で5億円削減

● ローコストオペレーション

　　→工場コスト対前期比で5億円削減

● 財務体質の一層の強化

　 　→有利子負債の削減 103期末389億円（対前期比78億円減）
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株主の皆様へ
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　株主の皆様には、平素は格別のご支援をたまわり、厚

くお礼申し上げます。ここに、第103期の事業概況をご

報告申し上げます。

　当期の我が国経済は、企業収益が改善し、株式相場も

上昇に転じるなど緩やかに回復しているものの、厳し

い雇用状況から個人消費が低迷するなど、依然として

楽観できない状況にあります。

　食品業界におきましても、米国におけるＢＳＥや国

内における鳥インフルエンザの発生など食の安心・安

全を脅かす問題が続き、また穀物相場が高値で推移し

たことにより、経営環境は大変厳しいものとなりました。

　このような状況のなかで、当グループは中期経営計

画「ＳＨＯＷＡ－ｉｓｍ（イズム）計画」に基づき、高付

加価値製品の拡売や製品の販売価格の改定など収益性

の向上を図るとともに、製品の安心・安全の確保を徹底

し、経営の透明性の向上に努めてまいりました。

　これらの結果、当期における連結業績は1,812億6百

万円と、前期より17億41百万円（1.0％）の減少となりま

したが、経常利益は44億54百万円と前期より24億37百

万円（120.9％）の増益となりました。また、当期純利益

につきましては、18億88百万円となりました。

　今後の我が国経済は、民間設備投資の増加や輸出関

連企業を中心とした企業収益の改善が見込まれるもの

の、為替相場における円高の進行や長期にわたる個人

消費の低迷など懸念材料も多く、景気回復の足取りは

なお重いものと予想されます。

　当グループといたしましては、「新製品創出委員会」

や「製品法令・表示監視委員会」の発足などによる社内

体制の確立に注力し、今後も企業としての収益性の向

上、製品の安心・安全の向上、経営の透明性の向上に努

め、「お客様にとっての“ベストパートナー”となる」よ

う「ＳＨＯＷＡ－ｉｓｍ（イズム）計画」の達成に向けて

邁進する所存でございます。

　株主の皆様におかれましては、なお一層のご支援ご

鞭撻をたまわりますようお願い申し上げます。

平成16年6月

代表取締役社長



グループの営業概況
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食　品　事　業

【 部門別売上高比率 】

食品事業 （73.5％）

製　粉

油　脂

ぶどう糖

家庭用
食品

冷凍食品

連結売上高

  食品事業は、穀物相場が高値で推移し原料コスト面で増加傾向にある厳

しい環境にあったものの、高付加価値商品への販売シフトや収益性を重視

した販売活動を展開したことや、販売価格で食用油を中心に価格是正に努

めた結果、売上高は1,331億17百万円と、前期に比べ15億23百万円（1.2％）の

増収となりました。

（ 部門別概況 ）

　　製　粉

　小麦粉の販売数量は、市場競争が厳しさを増す状況のなかで提案型営業

活動を展開し、前期を上回りました。プレミックス類は、新製品の投入やベ

ーカリーセミナーの開催などの販売促進活動を進め、ドーナツ用および総

菜用を中心に販売数量を伸ばすことができました。ふすまなどの販売数量

も前期を上回りました。また、前期より小麦粉周辺食材として販売を開始

しました加工油脂の販売数量も前期を上回りました。

　これらの結果、売上高は376億70百万円と前期を上回りました。

　　油　脂

　食用油および脱脂大豆の販売数量は、油脂原料相場の高騰による採算悪

化が続くなか、価格是正による収益の回復を優先したため前期を下回りま

したが、プレミアムオイルおよびミニタンク油の販売数量は、積極的な販

売活動により前期を上回りました。業務用食材の販売数量は、収益性の高

い天ぷら粉の新規販路開拓に注力しましたが、パスタ類が減少し、全体と

しては前期を下回りました。

　これらの結果、売上高は392億49百万円と前期を上回りました。

　　ぶどう糖

　糖化製品は、昨年の冷夏の影響がありましたものの積極的な営業活動を

展開した結果、販売数量は前期を上回りました。乾燥でん粉の販売数量は、

ビール向けが増加したことなどから、前期を上回りました。主原料である

とうもろこしの相場は、船運賃の上昇による調達コスト増に伴い強含みの

展開が続いたため、製品価格の改定に努めました。

　これらの結果、売上高は230億43百万円と前期を上回りました。

　　家庭用食品

  家庭用食用油の販売数量は、健康油「オレインリッチ」の拡販を進めまし

たが、穀物相場の高騰を受け販売価格の是正に努めたこともあり、大容量

のサラダ油類が不調に終わった結果、前期を下回りました。家庭用小麦粉

二次加工品の販売数量は、市場競争の激化が続くなか、天ぷら粉、ホットケ

ーキミックス等を積極的に拡販しましたが前期を下回りました。ギフトセ

ットの販売数量は、ギフト市場全体の縮小の影響を受け、前期を下回りま

した。健康食品は、「お釜にポン」を中心に拡販に取り組み、前期を上回りま

した。家庭用米の販売数量は、採算性重視の販売を行ったため前期を下回

りました。

　これらの結果、売上高は299億16百万円と前期を下回りました。

　　冷凍食品

　冷凍食品部門は、不況により外食産業が伸び悩む厳しい状況のなかで積

極的営業活動を展開した結果、販売数量が前期を上回り、売上高は32億37

百万円と前期を若干上回りました。

　配合飼料の販売数量は、収益性を重視した販売活動を展開したため、前

期を下回りました。販売価格は、穀物相場が堅調に推移したため前期を上

回りました。鶏卵の販売数量は、業務用を中心に伸長した結果、前期を上回

りました。販売価格については鶏卵相場の低迷により前期を下回りました。

また、収益性の高い温泉卵の新規販路拡大に取り組み、販売数量を伸ばす

ことができました。

　これらの結果、売上高は415億19百万円と前期に比べ26億60百万円（△

6.0％）の減収となりました。

　その他事業のうち、倉庫部門は輸入穀物の獲得競争が厳しい状況のなか

で、積極的な営業活動を行いましたが、荷役量、保管積数は前期を下回り、

売上高は前期を下回りました。不動産部門は、賃料引下げ要求などもある

も積極的な営業活動を行った結果、売上高は前期を若干上回りました。

　これらの結果、その他事業の売上高は65億69百万円と前期に比べ6億4百

万円（△8.4％）の減収となりました。

1,812億6百万円

その他事業 （3.6％）

飼料事業 （22.9％）

そ　の　他　事　業

飼　料　事　業
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（単位：百万円） （単位：百万円）
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△　１，５０５

１４５，０４８

科 　 目

期 　 別 当 　 　 期

（平成16年3月31日）

１４５，４９６

５０，３８９

３，８６８

２５，９０８

１７，２８３
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２，１５０
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１，３２９

４５，１２８

１２，７７８
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△　　　８

１４５，０４８

１０４，０６４

６８，８６６

１５，２２７

３４，２６１

９，２００

１７１

２，６５１

２，５７５

１，０２１

１，４１４

２，３４３

３５，１９７

２１，８１３

３，１１９

４，４４３

９１７

６５

４，８３６

１，３１２

４０，１１９

１２，７７８

８，９７０

１９，２３１

３３５

△　１，１９５

１４５，４９６

（百万円未満は切捨表示しております。）

科 　 目

期 　 別前 　 　 期

（平成15年3月31日）

当 　 　 期

（平成16年3月31日）

前 　 　 期

（平成15年3月31日）

負 債 、少 数 株 主 持 分

及 び 資 本 合 計

【 負 債 の 部 】

流 動 負 債

固 定 負 債

少 数 株 主 持 分

【 資 本 の 部 】

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金

自 己 株 式

現 金 ・ 預 金

受 取 手 形・売 掛 金

た な 卸 資 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

建 物 ・ 構 築 物

機 械 装 置・運 搬 具

土 地

建 設 仮 勘 定

そ の 他

投 資 有 価 証 券

長 期 貸 付 金

固 定 化 営 業 債 権

そ の 他

貸 倒 引 当 金

連結貸借対照表

支払 手 形・買 掛 金

短 期 借 入 金

コマーシャルペーパー

未 払 法 人 税 等

未 払 費 用

預 り 金

賞 与 引 当 金

設備関係支払手形

そ の 他

長 期 借 入 金

繰 延 税 金 負 債

退 職 給 付 引 当 金

役員退職慰労引当金

連 結 調 整 勘 定

そ の 他

【 資 産 の 部 】

流 動 資 産

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

資 産 合 計
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（百万円未満は切捨表示しております。）

営
業
損
益
の
部

営
業
外
損
益
の
部

（単位：百万円）
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損
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科 　 目

期 　 別 前 　 　 期
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４，８０７

１，１１９

１７５

１３
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８６４

１，４７２

４５６

７０５

３１０

４，４５４

９０

８２

８

４２８

１７５

ー

２７

ー

ー

１３６

３９

４８

ー

ー

４，１１６

１，１３６

１，０６４

２６

ー

１，８８８

１８２，９４７

１８０，３０７

１５０，０２５

３０，２８１

２，６４０

１，１５２

１７８

３

９７

８７３

１，７７６

５４３

８４２

３９１

２，０１６

１９９

１９９

ー

３，２３３

２７７

４７６

ー

２５

６６

ー

ー

２，１６２

１７

２０７

△　１，０１７

４００

△　  ６７５

ー

１１

△  　７３１

（平成15年4月1日～平成16年3月31日） （平成14年4月1日～平成15年3月31日）

経　　常　　利　　益

当 　 　 期

営　　業　　利　　益

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

●売上高

（億円）

●当期純利益

●経常利益

1,850

第100期通期

1,847 1,829

第101期通期 第102期通期

1,812

第103期通期

第100期通期 第101期通期 第102期通期

第100期通期 第101期通期 第102期通期 第103期通期

（億円未満は切捨表示しております。）

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（百万円）

4,330

2,577

2,016

第103期通期

4,454

（百万円未満は切捨表示しております。）

2,000

1,500

1,000

500

0

-500

-1,000

-1,500

-2,000

（百万円）

△1,375

1,526

1,888

△731

（百万円未満は切捨表示しております。）

連結損益計算書

税金等調整前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

少 数 株 主 利 益

少 数 株 主 損 失

当 期 純 利 益

売 上 高

売 上 原 価

販売費及び一般管理費

受取利息及び配当金

連結調整勘定の償却額

持分法による投資利益

そ の 他

支 払 利 息

退 職 給 付 費 用

そ の 他

固 定 資 産 売 却 益

投資有価証券売却益

固 定 資 産 除 却 損

投資有価証券売却損

ゴルフ会員権売却損

子 会 社 整 理 損

厚生年金基金代行部分返上損

特 別 退 職 金

固 定 資 産 評 価 損

投資有価証券評価損

出 資 金 評 価 損

前 期 損 益 修 正 損

業績の推移（連結）
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（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

１１３，６２８

３６，５４８

３，５８６

７５１

１６，４２８

１４，１２９

３６９

１，４００

△　１１７

７７，０８０

６０，７７８

３０，７３５

１５，５３９

７１１

１３，７５２

３９

３６５

１５，９３５

１１，４８３

１，４９０

２，９５０

３２２

１，０４７

△　１，３５９

１１３，６２８

科　目

期　別 当　　期

（平成16年3月31日）

１１４，２８７

３７，４５６

３，２５６

９９３

１６，２９２

１４，２２６

１，４７２

１，３３２

△　１１７

７６，８３１

６４，０７１

３２，２９１

１７，１０３

７６５

１３，８３３

７７

３５７

１２，４０２

７，７２１

１，５７１

２，９４７

３２１

１，１９７

△　１，３５７

１１４，２８７

７３，８４４

４８，９９３

１，３５３

１０，７４２

２０，６２０

９，２００

１，９５８

２，３３７

７００

２，０８０

２４，８５１

１６，８９２

１，３０３

３，３６０

２，６１９

６７４

４０，４４２

１２，７７８

８，９７０

３，２７０

５，７００

（５，７００

ー

１９，５５７

１６，５６６

２，９９０

３３２

△　１，１９５

１１４，２８７

（百万円未満は切捨表示しております。） （百万円未満は切捨表示しております。）

前　　期

（平成15年3月31日） 科　目

期　別 当　　期

（平成16年3月31日）

前　　期

（平成15年3月31日）

負債及び資本合計

営
業
損
益
の
部

営
業
外
損
益
の
部

経

常

損

益

の

部

特

別

損

益

の

部

科 　 目

期 　 別 前　　期

（平成15年4月1日～平成16年3月31日） （平成14年4月1日～平成15年3月31日）

経　　常　　利　　益

当　　期

【負債の部】

流 動 負 債

固 定 負 債

【資本の部】

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金

自 己 株 式

営　　業　　利　　益

営 業 収 益

営 業 費 用

営業外収益

営業外費用

特 別 利 益

特 別 損 失

現 金・預 金

受 取 手 形

売 掛 金

た な 卸 資 産

繰延税金資産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

建物・構築物

機 械 装 置

そ の 他

土 地

建 設 仮 勘 定

投資有価証券

長 期 貸 付 金

子 会 社 株 式

固定化営業債権

そ の 他

貸 倒 引 当 金

貸借対照表（単体） 損益計算書（単体）

支 払 手 形

買 掛 金

短 期 借 入 金

コマーシャルペーパー

未 払 費 用

預 り 金

賞 与 引 当 金

そ の 他

長 期 借 入 金

預り保証金敷金

繰延税金負債

退職給付引当金

役員退職慰労引当金

資 本 準 備 金

その他資本剰余金

（資本準備金減少差益）

（自己株式処分差益）

任 意 積 立 金

当期未処分利益

税 引 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

前 期 繰 越 利 益

中 間 配 当 額

利 益 準 備 金 取 崩 額

当 期 未 処 分 利 益

売 上 高

売 上 原 価

販売費及び一般管理費

受取利息及び配当金

そ の 他

支 払 利 息

退 職 給 付 費 用

そ の 他

固 定 資 産 売 却 益

投資有価証券売却益

固 定 資 産 除 却 損

投資有価証券売却損

ゴルフ会員権売却損

厚生年金基金代行部分返上損

固 定 資 産 評 価 損

投資有価証券評価損

そ の 他

） ）

）

６８，１８５

４４，３２９

１，１２３

１１，１９７

２１，６２０

２，５００

１，９６１

２，４６１

７４２

２，７２２

２３，８５６

１４，７９２

１，３２４

４，８２８

２，３６５

５４５

４５，４４３

１２，７７８

９，００７

３，２７０

５，７３６

（５，７００

（３６

２０，９２８

１６，３９９

４，５２９

２，７３７

△　　　８

１１３，６２８

【資産の部】

流 動 資 産

固 定 資 産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

資 産 合 計

１２４，６３７

１２０，６４５

９８，８６３

２１，７８１

３，９９２

８３８

２０４

６３４

１，１６３

３２９

６４８

１８４

３，６６８

８６

８１

５

２３９

１３５

ー

２２

ー

３９

４１

ー

３，５１５

６８５

９３３

１，８９７

２，６３２

ー

ー

４，５２９

１２５，９５３

１２４，０４６

１０１，６６８

２２，３７７

１，９０７

８７８

２１６

６６２

１，４９３

３９９

７８５

３０８

１，２９２

３

３

ー

２，８９１

１８９

４７４

ー

６６

ー

２，１４９

１０

△　１，５９５

３９

△　　７１２

△　　９２２

１，２４６

５２７

３，１９４

２，９９０
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2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

●売上高

（億円）

●当期純利益

●経常利益

１，２５８ １，２５１ １，２５９

（億円未満は切捨表示しております。）

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（百万円）

３，６６６

１，７３４
１，２９２

（百万円未満は切捨表示しております。）

2,000

1,500

1,000

500

0

-500

-1,000

-1,500

-2,000

（百万円）

△１，６１７

△９２２

１，７０６

（百万円未満は切捨表示しております。）

業績の推移（単体） 利益処分

当 期 未 処 分 利 益
固定資産圧縮積立金取崩額

計
これを次のとおり処分します
株 主 配 当 金

役 員 賞 与 金 �
（ う ち 監 査 役 分 ）
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金

計
次 期 繰 越 利 益

４，５２９
３１８
４，８４７

１，０８３
（１株につき6円）

２５
（３
ー

１，１０８
３，７３８

２，９９０
３４２
３，３３３

５２５
（１株につき3円）

ー
ー
１７５
７０１
２，６３２

（単位：百万円）

（百万円未満は切捨表示しております。）

科 　 目
期 　 別 当 　 期

（平成15年4月1日～平成16年3月31日）

前 　 期
（平成14年4月1日～平成15年3月31日）

（注）　固定資産圧縮積立金は、租税特別措置法の規定に基づくものであります。

会社が発行する株式の総数

発行済株式の総数

株 　 主 　 数

720,000,000株

180,649,898株

17,554名

伊 藤 忠 食 糧 販 売 株 式 会 社

日 商 岩 井 株 式 会 社

日 本 興 亜 損 害 保 険 株 式 会 社

株 式 会 社 千 葉 銀 行

三 井 物 産 株 式 会 社

農 林 中 央 金 庫

ユ ア サ ・ フ ナ シ ョ ク 株 式 会 社

株 式 会 社 カ ー ギ ル ジ ャ パ ン

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行

みずほ信託退職給付信託みずほコーポレート銀行口

株　　主　　名

１７，３７２

１１，５２５

８，７５２

７，８７５

７，７００

５，５１５

５，０４９

４，７００

４，５９６

４，５００

９．７

６．４

４．９

４．４

４．３

３．１

２．８

２．６

２．６

２．５

所有株数（千株） 議決権比率（％）

【所有株数別】

（平成16年3月31日現在）株式の概況

（注）千株未満は切捨表示しております。

●株式の分布
【所有者別】

100万株以上
（29名）
120,962千株
66.9％

金融機関
（57名）
67,974千株
37.6％

その他法人
（422名）
70,791千株
39.2％

個人・その他
（16,986名）
39,825千株
22.1％

10万株以上
（66名）
18,828千株
10.4％

5万株以上
（52名）
3,539千株
2.0％

1,000株未満
（4,073名）
642千株
0.4％

外国人
（51名）
1,437千株
0.8％

自己株式
39千株
0.0％1,000株以上

（13,334名）
36,677千株
20.3％

180,649,898株
17,554名

180,649,898株
17,554名

証券会社
（37名）
581千株
0.3％

●大株主（上位10名）

第100期通期 第101期通期 第102期通期

１，２４６

第103期通期

第100期通期 第101期通期 第102期通期

３，６６８

第103期通期

第100期通期

１，８９７

第103期通期第101期通期 第102期通期

）
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役　　員 グループの概要

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

専 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

監 査 役（ 常 勤 ）

監 査 役（ 常 勤 ）

監 査 役

監 査 役

金 原

福 井

渡 辺

栗 原

櫻 井

中 川

異 儀 田

金 吉

鈴 木

中 台

陸 夫

茂 雄

俊 雄

忠 夫

憲 明

基 夫

勲

誠 之

孝 雄

好 弘

常 務 執 行 役 員 �

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

江 口

鈴 木

阿 部

横 沢

渡 辺

信 岡

御 法 川

伊 　 藤

金 　 沢

石 　 居

田 　 中

佐 久 間

小 川

寛

忍

直 哉

正 克

睦 人

正 治

修

匡 　 児

多 計 志

義 　 生

富 　 男

潤

敏 郎

●取締役および監査役

●執　行　役　員

（ 代 表 取 締 役 ）

（ 代 表 取 締 役 ）

（平成16年6月29日現在）

【 当　社 】

【 食品生産関連 】

【 外　食 】

【 販　売 】

【 その他事業  不動産賃貸業 】

【 その他事業  運輸・倉庫 】

【 その他事業　その他 】

◎＝連結子会社　○＝非連結子会社　△＝持分法適用会社

得

　

　

意

　

　

先

得

　

　

意

　

　

先

【 食品生産関連 】

【 飼料生産関連 】

◎ 昭和鶏卵㈱

○ ㈱菜花堂

◎ 九州昭和産業㈱

○ ㈱日興商会

◎ 敷島スターチ㈱

○ スワンデザート㈱

◎ 木田製粉㈱

◎ ㈱内外製粉

◎ 昭産商事㈱

◎ 昭和冷凍食品㈱

＝製品及び役務の流れを示しております。

◎ ㈱ショウレイ

○ 昭産運輸㈱

△ 鹿島サイロ㈱

△ 志布志サイロ㈱

◎ 昭産開発㈱

◎ ㈱昭産ビジネスサービス

○ ㈱昭産エンジニアリング

食

品

事

業

飼

料

事

業

そ

の

他

事

業

○ ㈱ファミリーフーズ

○ ㈱オーバン

○ ㈱ロマーナフードサービス
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会社の概要

設 立

資 本 金

従 業 員 数

事 業 所

1．

2．

3．

4．

主要営業品目5．昭和11年2月18日

12,778,008,177円（平成16年3月31日現在）

1,193名（平成16年3月31日現在）

部　　　門 主　要　な　内　容

製 粉 部 門
小麦粉、ふすま、プレミックス類（ドーナツ、ケーキ、スナ
ックなど）、冷凍食材（ドーナツ、パンなどの生地）、小麦
粉周辺食材（加工油脂など）

油 脂 部 門

植物性食用油（サラダ油、白絞油、ごま油、加工油脂、機能
性油脂）、脱脂大豆、豆腐粉、大豆蛋白、菜種粕、レシチン、
食品用大豆、業務用食材（天ぷら粉、から揚げ粉、マカロニ、
スパゲッティなど）

倉 庫 部 門
サイロおよび本船荷揚設備による穀物の本船吸揚荷役、
発送、保管業務および倉庫の賃貸業務

飼 料 畜 産 部 門 配合飼料、鶏卵および鶏卵加工品

事 業 開 発 部 門 建物の賃貸業務など

食 品 部 門

天ぷら粉、から揚げ粉、お好み焼粉、ホットケーキミック
ス、家庭用小麦粉、乾麺類、マカロニ、スパゲッティ、パス
タソース、ギフトセット、家庭用食用油（健康油、サラダ油、
オリーブ油、調味油）、小麦胚芽油、家庭用炊飯油

ぶ ど う 糖 部 門
異性化糖、水飴、粉末水飴、オリゴ糖、結晶ぶどう糖、液状
ぶどう糖、ドーナツシュガー、医薬用ぶどう糖、コーンス
ターチ、粗酵素（アミラーゼ）

株 主 メ モ 

本 社

大 阪 支 店

名 古 屋 支 店

仙 台 支 店

札 幌 支 店

福 岡 支 店

広 島 支 店

太 田 支 店

水 戸 支 店

千 葉 出 張 所

南九州出張所

鹿 島 工 場

神 戸 工 場

船 橋 工 場

総 合 研 究 所

食品開発センター

〒101-8521

〒530-0043

〒451-0042

〒984-0015

〒003-0807

〒812-0054

〒733-0833

〒373-0847

〒311-4152

〒273-0015

〒891-0131

〒314-0194

〒658-0043

〒273-0015

〒273-0015

〒272-0026

東京都千代田区内神田2-2-1（鎌倉河岸ビル）

Tel.03(3257)2011

大阪市北区天満3-2-15

Tel.06(6351)1103

名古屋市西区那古野1-36-6

Tel.052(571)6211

仙台市若林区卸町1-6-2

Tel.022(284)3291

札幌市白石区菊水７条2-7-1

Tel.011(825)0415

福岡市東区馬出1-24-35

Tel.092(651)6861

広島市西区商工センター1-9-17

Tel.082(277)6611

太田市西新町93-8

Tel.0276(31)5711

水戸市河和田3-2338-33

Tel.029(251)4111

船橋市日の出2-20-5

Tel.047(437)7347

鹿児島市谷山港3-4-2

Tel.0992(62)0681

茨城県鹿島郡神栖町東深芝6

Tel.0299(92)1212

神戸市東灘区御影浜町5

Tel.078(841)4151

船橋市日の出2-20-2

Tel.047(433)1234

船橋市日の出2-20-2

Tel.047(433)1245

市川市東大和田2-4-10

Tel.047(379)2331

決 算 期

定 時 株 主 総 会

公 告 掲 載 新 聞

株 式 の 名 義 書 換

１単元の株式の数

3月31日

6月

日本経済新聞

（名義書換代理人）
〒100-0005
東京都千代田区丸の内一丁目4番3号
ＵＦＪ信託銀行株式会社
（同事務取扱所）
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　東京（03）5683-5111
（同取次所）
ＵＦＪ信託銀行株式会社各支店
野村證券株式会社 本店・支店

1,000株

当社は決算公告に代えて、貸借対照表および損益計算書を当社のホームページ

（http://www.showa-sangyo.co.jp）に掲載しております。



〒101-8521　東京都千代田区内神田2丁目2番1号（鎌倉河岸ビル）

TEL 03-3257-2011㈹　FAX 03-3257-2180


